
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人日本地球惑星科学連合 

第 10回学協会長会議 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日時  平成 26年 5月 1日 

13時 00分から 14時 00分 

 

開催場所  パシフィコ横浜 会議センター1階メインホール 

（〒220-0012 横浜市西区みなとみらい 1-1-1） 

 

 

 



 



 

第 10回学協会長会議次第 

 

 

 

1．前回議事録確認 

  ・第 9回学協会長会議議事録（資料 P.1-4） 

 

2．新規加入学協会の紹介「日本大気電気学会 」（資料 P.5） 

 

3．日本地球惑星科学連合活動報告 

  ・2014年連合大会開催状況報告 （資料 P.6） 

  ・「Progress in Earth and Planetary Science」に関する報告 （資料 P.7-8） 

 

4．日本学術会議の近況報告 （資料 P.9-15） 

 

5．次期学協会長議長の選任 

 

6．その他 

 



名簿 

団体会員学協会  
NO 学協会名 代表者名 ご出席者 

1 日本宇宙生物科学会 髙橋秀幸 小林憲正 副会長 

2 日本応用地質学会 千木良雅弘 千木良雅弘 会長 

3 日本温泉科学会 井上源喜 井上源喜 会長 

4 日本海洋学会 植松光夫 植松光夫 会長 

5 日本火山学会 宇都浩三 井口正人 副会長 

6 形の科学会 種村正美 欠席 
 

7 日本活断層学会 中田 高 熊木 洋太  副会長 

8 日本気象学会 新野 宏 新野宏 理事長 

9 日本鉱物科学会 村上 隆 村上 隆 会長 

10 日本地図学会 岡橋秀典 森田喬 会長 

11 日本古生物学会 大路樹生 大路樹生 会長 

12 日本沙漠学会 豊田裕道 豊田 裕道 会長 

13 資源地質学会 浦辺徹郎 
  

14 日本地震学会 加藤照之 
  

15 日本情報地質学会 升本眞二 石川 有三 評議員 

16 日本水文科学会 鈴木啓助 鈴木啓助 会長 

17 水文・水資源学会 谷 誠 谷誠 会長 

18 生態工学会 竹内俊郎 竹内俊郎 会長 

19 生命の起原および進化学会 川村邦男 小林 憲正 
 

20 石油技術協会 山本一雄 
  

21 日本雪氷学会 中尾正義 中尾正義 会長 

22 日本測地学会 福田洋一 福田洋一 会長 

23 大気化学研究会 今村隆史 
  

24 日本大気電気学会 小林文明 小林文明 会長 

25 日本堆積学会 武藤鉄司 小松原純子 事務局 

26 日本第四紀学会 小野 昭 小野 昭 会長 

27 日本地学教育学会 牧野泰彦 牧野泰彦 会長 

28 地学団体研究会 大平寛人 大平寛人 会長 

29 日本地下水学会 嶋田純 嶋田純 会長 

30 日本地球化学会 吉田尚弘 川幡穂高 会長 

31 地球環境史学会 多田隆治 川幡穂高 評議員 

32 地球電磁気・地球惑星圏学会 中村正人 中村正人 会長 

33 日本地形学連合 武田一郎 武田一郎 会長 

34 日本地質学会 石渡明 
  

35 日本地熱学会 松永烈 松永烈 会長 

36 地理科学学会 由井義通 欠席 
 

37 日本地理学会 荒井良雄 菊地俊夫 監事 

38 日本地理教育学会 西脇保幸 西脇保幸 会長 

39 地理教育研究会 海東達也 
  

40 地理情報システム学会 浅見泰司 玉川 英則 渉外理事 

41 東京地学協会 野上道男 野上道男 会長 

42 東北地理学会 島田周平 上田 元 幹事 

43 土壌物理学会 溝口勝 溝口勝 会長 

44 日本粘土学会 山田裕久 山崎淳司 常務委員 

45 日本農業気象学会 大政謙次 石郷岡 康史 理事 

46 物理探査学会 茂木透 斎藤秀樹 副会長 

47 日本陸水学会 熊谷道夫 楊 宗興 幹事長 

48 陸水物理研究会 北岡豪一 知北和久 事務局長 

49 日本リモートセンシング学会 山口靖 近藤 昭彦 連絡委員 

50 日本惑星科学会 田近英一 田近 英一 会長 

 



 

 

公益社団法人日本地球惑星科学連合 

第 9回学協会長会議議事録 

 

開催日時 ：平成 25年 10月 18日（金）15時 00分から 17時 00分 

開催場所 ：東京大学地震研究所 1号館 2階セミナー室（東京都文京区弥生 1-1-1） 

出 席 者 ：〔学協会〕大路樹生(日本古生物学会・議長)、西村進(日本温泉科学会)、

植松光夫(日本海洋学会)、大湊隆雄(日本火山学会)、松浦執(形の科学会)、中田高(日

本活断層学界)、藤谷徳之助(日本気象学会)、村上隆(日本鉱物科学会)、加藤照之(日本

地震学会)、中田文雄（日本情報地質学会）、内田洋平(日本水文科学会)、谷誠(水文・

水資源学会)、竹内望(日本雪氷学会)、福田洋一(日本測地学会)、金谷有剛(大気化学研

究会)、伊藤慎(日本堆積学会)、小野昭(日本第四紀学会)、嶋田純(日本地下水学会)、

豊田栄(日本地球化学会)、川幡穂高(地球環境史学会)、中村正人(地球電磁気・地球惑

星圏学会)、武田一郎(日本地形学連合)、石渡明(日本地質学会)、森田喬(日本地図学会)、

須貝俊彦(日本地理学会)、西脇保幸（日本地理教育学会）、玉川英則(地理情報システ

ム学会)、野上道男(東京地学協会)、島田周平(東北地理学会)、溝口勝(土壌物理学会)、

山田裕久(日本粘土学会)、石郷岡康史(日本農業気象学会)、三ヶ田均(物理探査学会)、

楊宗興（日本陸水学会）、山口靖(日本リモートセンシング学会)、田近英一(日本惑星

科学会)〔学術会議〕永原裕子、大久保修平〔連合〕津田敏隆、浜野洋三、（川幡穂高、

中村正人） 

 

議事内容 ： 

 

議事に先立ち大路樹生日本古生物学会会長より、6月 30日の日本古生物学会評議会に

おいて間嶋隆一前会長より日本古生物学会会長を引き継ぎ、それに伴って本学協会長会

議議長も引き継いだ旨説明があった。 

 

１．前回議事録確認 

前回会議議事録を確認した。 

 

２．日本地球惑星科学連合活動報告 

(1)理事会に関する報告（津田会長） 

10月 11日（金）に開催された日本地球惑星科学連合理事会に関する報告があった。理

事会で挙がった以下の報告および審議事項を報告した。 

・9月に 5名の新入正会員があり、これを承認した。全会員数は 9月末現在で 8479名

となった。 
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・環境災害対応委員会より、学術会議からの提言に基づき災害時の対応や平常時からの

組織作りに関して調査している旨報告があった。 

・固体地球セクションの下部委員会として「地球内部科学小委員会」を設置した。 

・学生優秀発表賞のシステムを整備中であるという報告があった。 

・日本地質学会より米国地質学会 GSAの 2015年大会を連合大会と共同開催または同時

開催できないかという打診を受けた旨報告があった。連合としては前向きに検討する

とした。日本地質学会石渡会明会長より詳細について説明があった。 

・日本陸水学会より、経済産業省廃炉・汚染水対策チーム宛に福島第一原発における凍

土遮水壁設置にかかわる意見書を提出したという報告を受けた。連合としては連合大

会のユニオンセッションとして提案してもらい、議論を深めることを進めたいとした。 

日本陸水学会楊宗興幹事長より詳細について説明があった。 

 

(2)連合大会準備状況報告（津田会長、浜野洋三大会運営委員会委員長）資料 P.4-17 

2014年連合大会の準備状況について以下の報告があった。 

現在はセッション募集中であり、順調に受け付けてはいるが、各学協会の皆様にも積極

的なセッション提案をお願いしたい。尚、第 8回プラズマ宇宙物理 3学会合同セッショ

ンの提案を受け付けた。 

会場の概要ならびに展示ブースの概要について説明があった。 

 

(3)25周年記念事業の実施計画（津田会長）資料 P.18-19 

連合大会は合同大会から数えて 25周年、連合大会では 10周年を迎えることを記念し、

25周年記念事業を準備している旨報告があった。資金を設置し、3年かけて事業を行う。

2014年大会では JpGUフェローの表彰もあわせて式典を開催する。2015年大会では国際

式典を開催する。 

 

(4)JpGUジャーナルの進捗状況報告（川幡副会長）資料 P.20-23 

ジャーナルの進捗状況に関して報告があった。 

科学研究費補助金（研究成果公開促進費）が採択され、出版準備は順調に進んでいる。 

7月 10日付をもって Springer社と正式に契約をした。10月中に投稿開始となる予定で

ある。編集委員等の委嘱を進めている。原稿依頼も進んでおり，セッション・コンビー

ナーから推薦された方々に依頼メールを送信済みで、投稿承諾の返事も順次来ている。 

2014年大会での特別国際セッションを募集中である。講演内容を当ジャーナルへ投稿

することを条件として、旅費を援助するものである。また本年度は国際シンポジウムを

募集中である。 

発表時の補助資料を掲載・ダウンロードできる機能をもった連合大会アプリを準備中で

ある。 
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また、関連学会のジャーナルの進捗状況として、EPSも順調に準備中であること、陸水

系 7学会が計画中のレター誌にオブザーバーを派遣したことも報告があった。 

 

(5)JpGUフェロー制度創設に関する報告（中村副会長）資料 P.24-29 

JpGUフェロー制度の創設に関する報告があった。10月 11日の理事会で規則が承認され

た。 

 

(6)次期代議員選挙に関する報告（津田会長）資料 P.30 

連合の次期代議員選挙に関する報告があった。現在代議員選挙の投票受付中である。10

月 25日に締切となるが、投票率が低い状態が続いている。各学協会でも投票の呼びか

けをお願いしたい。 

 

(7) 夢ロードマップ改訂の件（中村副会長）資料 P.31-56 

夢ロードマップの改訂を進めている旨報告があった。東北地方太平洋沖地震を踏まえる

ことと日本学術会議の大型研究プランとの整合性ということに重点を置いてセクショ

ン毎に改訂している。12月末に日本学術会議へ提出する予定である。 

 

3.日本学術会議の近況報告(日本学術会議 永原委員)資料 P.57 

日本学術会議の近況について報告があった。日本学術会議地球惑星科学委員会は、以下

の三点の重要課題に取り組んでいる。 

(1)地球惑星科学委員会提言 

東北地方太平洋沖地震および福島第一原発事故による放射性物質拡散問題について提

言作りを進めている。現在は最終的な取りまとめの段階である。 

(2)大型研究マスタープラン 

本年 2月に大型研究マスタープランの提案が公募された。6月のとりとめ、9月のヒア

リングを経て、現在とりまとめ中である。来年前半に結果が公表される予定である。地

球惑星科学分野からは全体で 16件の提案があった。 

(3)大学教育参照基準づくり 

中教審の依頼に応じて大学教育参照基準を作成中である。夏期に連合ホームページ上に

てパブリックコメントを募集し、それに従って改訂した。現在は最終的なとりまとめの

段階であり、学術会議報告として公開予定である。 

(4)またその他、学術をめぐるいくつかの重要な問題に関して学術会議が検討をしてい

る旨報告があった。科学研究にかかわる不正行為、日本版 NIHという成長戦略に則った

応用科学と基礎科学のファンディングシステムの結合、国際リニアコライダーに関する

問題である。学術会議ではこれらに対し会長談話あるいは分科会による検討などをおこ

なっている。 
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4.学協会における法人化の動向について(日本鉱物科学会 村上隆会長) 

緊急動議として、学協会が一般社団法人化、あるいは公益社団法人化することによるメ

リットやデメリットに関して情報提供を募った。積極的な情報交換が行われた。 

財務面では法人化することにより変化が大きく、実務も作業が増え、また維持費も増え

る。会計システムの違いが大きい。運営面でも規則の整備等変化が大きい。事務作業も

増える。メリットとしては、対外的な信頼性が上がることが挙げられる。 

 

 

 

以上 
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新規加入学協会の紹介 
 

団体名（学協会正式名称）  

日本大気電気学会  日本語名 

 英語名 Society of Atmospheric Electricity of Japan 

  

代表者 

小林 文明 会長 
 氏  名 

〃

  
所属機関名・役職 防衛大学校地球科学科 教授 

学協会ホームページURL http://www1a.comm.eng.osaka-u.ac.jp/~saej/index.html 

会員数  205名  

設立年 西暦 1969 年 

団体の活動内容 

（地球惑星科学に関わ

る活動実績）  

本学会は大気電気すなわち雷電気，イオン，エーロゾル，放射能その他大気中

の電気現象およびこれに関連する学術上の諸問題の研究とその応用，実用化の

進歩に寄与することを目的としており，以下の活動を行っている。 

（１） 大気電気学および関連分野における学術・技術に関する年2回の研究発

表，紹介，討論のための学術的会合の開催。 

（２） 大気電気学および関連分野における学術・技術研究論文を収録する論

文誌（Journal of Atmospheric Electricity）の年2回の発刊，および本学会の

事業活動を報知するための広報，その他必要な印刷物の刊行。 

（３） 大気電気学および関連分野で顕著な学術業績をあげた会員の表彰（日

本大気電気学会学術研究賞）。 

（４） 大気電気学および関連分野における若手研究者層の育成と拡大。若手

研究者に対する表彰。 

（６） その他本学会が必要と認めた事業。 

さらに，本学会はInternational Commission on Atmospheric Electricity 

(ICAE) - IAMAS -， IUGG（国際大気電気学委員会），CIGRE（国際大電力シス

テム会議），URSI - E  Commission （国際電波科学連合・Ｅ分科会）等との連

携の下に大気電気学の分野において国際的な学術交流をはかっている。 

また，本学会は，運営役員 ９名  うち会長１名，運営委員８名（但し事務

担当運営委員６名を含む），若干名の顧問，監査委員２名，選挙管理委員３名

によって運営されており，現在の事務局は，大阪大学大学院工学研究科電気電

子情報工学専攻内に置かれている。 

発行物  
大気電気研究 

 名称 

 種類 学術誌 

 和文英文 和文誌 

 発行形態  紙媒体 

 発行月 4 月 11月 

 発行部数   250 部 

発行物  
Journal of Atmospheric Electricity 

 名称 

 種類 文誌 

 和文英文 英文誌 

 発行形態  紙媒体 

 発行月 2 月 8月 

 発行部数   250 部 
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連合大会開催状況報告 

 

【2014年大会開催セッション数】 

  2014年大会 2013年 2012年 2011年 2010年 

ユニオン(U) 10 ( 2)  7 ( 2)  7（ 2）  9（ 5）  4（ 1） 

パブリック(O)  7 ( 1)  5 ( 0) 4 ( 0)  4（ 0）  4（ 0） 

宇宙惑星科学(P) 29 (11) 23（10) 26（13） 22（ 8） 27（ 5） 

大気水圏科学(A) 24 ( 5) 26（ 6) 22（ 5） 20（ 4） 22（ 5） 

地球人間圏科学(H) 25 ( 8) 22（ 8) 20（ 8） 22（ 6） 17（ 4） 

固体地球科学(S) 58 (10) 58（11) 60（ 6） 61（11） 58（11） 

地球生命科学(B)  9 ( 2) 10（ 2) 10（ 2） 10（ 3）  9（ 2） 

教育・アウトリーチ(G)  5 ( 1)  4 ( 0) 5 ( 0)  5（ 0）  4（ 0） 

領域外・複数領域(M) 26 ( 1) 25 ( 3) 23（ 6） 21（ 4） 23（ 4） 

合計 193(41) 180(42) 174（42） 174（41） 167（32） 

 (括弧）の中は国際セッション数   

 

【2014年大会投稿数】  
・発表投稿数：3809件  (2013年 3980件，2012年 3876件，2011年 4044件，2010年 3686件) 

  口頭発表 2428件 （2013年 2226件，2012年 1975 件，2011年 2354 件，2010 年 2090 件) 

  ポスター   1381件 （2013年 1754 件，2012 年 1901 件，2011 年 1690件，2010年 1596件) 

 

【5月 1日 学協会長会議、総会、25 周年記念式典】 
13:00-14:00 学協会長会議 (メインホール) 

16:15-17:15 社員総会(メインホール) 

17:15-18:40 25周年記念式典 (メインホール) 

1. 開会の言葉（連合会長） 

2. 来賓祝辞 （日本学術会議 大西会長） 

3. 来賓祝辞 （海洋研究開発機構 平理事長） 

4. フェロー表彰式 （選出経緯説明） 

5. 表彰者発表（43 名） 

6. 閉会の言葉（連合副会長） 

（ポスターコアタイム 18：15-19：30） 

 

 

【2014年度フェロー受賞者 43名】 （敬称略 50音順） 

阿部 豊 

荒牧重雄 

池田元美 

入倉孝次郎 

上田誠也  

尾池 和夫 

岡田尚武 

岡部篤行 

Kirschvink Joseph 

唐戸俊一郎 

川口淳一郎 

木村磐根 

久城育夫 

 

熊澤峰夫 

河野 長 

小嶋 稔 

近藤 豊 

櫻井 隆 

杉村 新 

 

高木章雄 

谷 誠 

田村俊和 

鎮西清高 

中澤高清 

中沢弘基 

 

中田 高 

西田篤弘 

野上道男

長谷川昭 

花輪公雄 

廣田 勇 

 

深尾良夫 

藤井敏嗣 

本蔵義守 

松井孝典 

松田時彦 

松本 紘 

 

丸山茂徳 

三上岳彦 

水谷 仁 

山形俊男 

行武 毅 

和田英太郎 
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ジャーナル関係報告 

 

１）4月 22日深夜，JpGU雑誌「Progress in Earth and Planetary Science」が出版開始となった．

これまでご支援どうもありがとうございました． 

http://www.progearthplanetsci.com/ 

でご確認いただけます． 

現在６本が出版されていますが，さらに近日中に２本，そして，実質受理で英文校正にだしている

ものが２本あります． 

 

11）連合大会に際し，「セッション・コンビーナーによる優秀論文」の推薦受付 

12）JpGU「ジャーナル関連特別セッション」の推進 

13）JpGU「「ジャーナル関連特別シンポジウム」の推進 

も含めて，「Progress in Earth and Planetary Science」を発展させていこうと思っております． 

 

２）平成２６年度 ジャーナル編集長会議事録（第 1回，開催日時 平成 26年 4月 9日（水））お

よび平成２６年度 ジャーナル企画経営委員会（メール会議，開催日時 平成 26年 4月 16-18日） 

 

21）会計報告 

2013 年度の科学研究費補助金（研究成果公開促進費）ついて，350 万円を 2014 年度に繰り越す申

請を日本学術振興会に対して行った．2014年度の科学研究費補助金（研究成果公開促進費）の予定

金額は，3,170万円である 

 

22）連合大会でのアピールなども含めた宣伝活動について 

 出版後，積極的に宣伝活動を積極的に行なう．また，完成した MyPageが現在 PEPSのみ検索可能

にしているが，将来的には参加学会の関連サイトも検索できるよう予定している． 

 

23）今年度のスケジュール 

・5/20 午後編集長会議及び，日本人の編集委員会議  品川，浜松町近辺 

    ・編集長会議（１３時－１５時） 

・日本人編集員会議（１５時－１７時） 

・7/29 札幌 AOGS期間中，18：00－外国人を含めた編集委員会議 

 

24）Highlight 

日本人学生向けのアピールで，日本語 800 文字程度．著者本人に依頼し，外国人は著者の英文を

HE？の学生に翻訳を依頼する予定である． 

 

25）PEPS商号登録を完了した． 
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05/01/2014  日本地球惑星科学連合 第 10回学協会長会議 

 

日本学術会議報告 

 

第 22期（2011年 10月- 2014年 9月）日本学術会議地球惑星科学委員会は，３つの重要課題に取

り組んでおり，地球惑星科学連合との協力によりコミュニティとの連携をはかっている．さらに，この

半年の間に，学術全体にかかわる重大な問題が多く発生しており，学術会議全体として対応を進めて

きた． 

 

1. 地球惑星科学委員会提言 

地球惑星科学委員会では，東北地方太平洋沖地震および福島第一原発事故による放射性物質拡散問

題を，地球惑星科学の学問とコミュニティの在り方の視点から総括し，今後の課題を明らかにするた

めに，提言作りを進めてきた．前回学協会長会議で報告した後，若干の修正が行われ，現在最終調整中

である．論点の一つは，3.11 の総括として，行政に対し，海域観測網の強化，放射能拡散の総合調査

機能強化，ボトムアップ科学の成果の尊重，情報公開の促進を提言している．第 2 に，緊急時におけ

る科学から社会への情報発信の仕組みの整備を提言している．なお，学術会議ではこのような問題を

議論する課題別委員会が設立され，議論がスタートしている．第 3 に自然を深く理解することのでき

る教育の充実，第 4にマスコミに自然現象・その予測に関して適切な報道をすることを提言している． 

 

2. 大型研究計画マスタープラン 2014と今後の方針 

2014 年 2 月 28 日，マスタープラン 2014 が公表された．全分野では，192 件の大型計画，地球

惑星科学分野では 16 件の大型計画が採択された（資料１）．地球惑星科学分野の具体的計画は資料２

に示す通りである．192 件のうちの 66 件がヒアリング対象となり，27 件が重点大型研究として採択

された（資料３）．地球惑星科学の重点課題は，太陽地球結合過程 1件のみであった（資料４）．物理，

情報，化学，総合工学など，地球惑星と同等あるいはそれ以上に大きな分野に比し，地球惑星のヒアリ

ング件数と重点計画採択件数の関係は，問題が大きいことを示している． 

この結果に鑑み，学術会議地球惑星科学委員会では，地球惑星科学分野全体の計画の強化をはかる

必要があると考え，マスタープラン 2017 を目指して，以下のような取り組みを進めてゆくこととし

た． 

 

・ 2014年秋 第 1回公開ヒアリング 

・ 2015年秋 第 2回公開ヒアリング 

 

公開ヒアリングにおいては，地球惑星科学委員会による採点をおこない，個々の計画のポリッシュア

ップにとどまらず，真に科学的意義が高く，最先端の開拓・人材育成に貢献を果たせ，実現可能であ

り，他分野からも高い評価を受けることができる計画へ，他計画との統合なども含めて考えていただ

くことを期待している． 

なお，マスタープラン 2017は 2015年夏頃に公募の呼びかけ，2016年春頃応募締切という見込み

である． 

 

3. 大学教育参照基準つくり 

中教審の依頼によりスタートした大学教育参照基準がほぼ完成．完成版は，連合 HPに掲載予定で

ある．各大学の教育課程の議論に利用いただきたい． 

 

4. 次期学術会議会員・連携会員えらび 

第 23期学術会議は 2014年 10月 1日よりスタートする．現在，会員・連携会員えらびの作業が進

行中である． 
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